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岩盤における設計用地震動評価手法

（耐專スペクトル）について

2007/08/24

独立行政法人

原子力安全基盤機構

社団法人日本電気協会原子力発電耐震設計
専門部会（耐專）最新の経験的地震動評価法に
ついて審議され、基準地震動の合理的な策定方
法が取りまとめられた。

1999年地震基盤から定義した解放基盤の
地震動評価手法を提案

2001年～内陸地殻内地震の適用性検討

2002年OECD/NEAﾜー ｸｼﾖﾂﾌ゚ へ発表
2005年内陸地殻内地震．スラブ内地震の
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1,1 ペクトルの位置付け

験的方法が必要か

経験的方法の課題

ペクトルの特徴

盤における地震動データベース

意味が明解な経験式の採用

■地震基盤から設定した解放基盤の地震動評価

■巨大地震に対する適用性

風内陸地殻内地震に対する適用性

軍やや深発・スラブ内地震に対する評価

3．耐専スペクトルの骨子

画解放基盤面の地震動スペクトル

ロ異なる減衰定数のスペクトル

風地震動の経時特性

専スペクトルの位置付け
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1-1なぜ経験的方法が必要か

●耐專スペクトル

頚距離減衰式に基づく地震動の経験的評価法
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●経験的方法

爾基本式:S(T)=f(M,X)

●経験的方法の必要性

薗実観測記録に基づいて設定

凄実現象の平均像を忠実に再現

動断層モデルを用いた場合も経験式で確認

・例:強震動評価のレシピ
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1-2従来の経験的方法の課題

●基になるデータセット

調硬質岩盤の記録が少ない

●経験式の表現

詞物理的意味が不明瞭

●地盤増幅率の考え方

劃どの程度の基盤に対する増幅か

●点震源の仮定

劃断層面の面的な拡がりの考盧が必要

●震源近傍の地震動

簿破壊伝播効果の取り扱い

●上下動の評価
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2耐專スペクトルの特徴
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こおける地震動データベース

た鉛直アレー観測の実施（1977～）
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風水平214波

■上下107波
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の地盤条件

0.5～2.7km/s:Vp=1.7～5.5km/s

地鯉速度(v5】

qL-】ppm 0．70kmg

GL－】0m

1.00kmﾉ国

pL－1pm

1日§

）経験式の設定

●無限媒質の透

恥’

F(/)=zZ
●経験的距離洞

'配録成分敦

斜(枝り厚6.9m

地盤特性の補正

二XI G(/)

logF(/)=q(/)M-(logX+6(/)X)+c(/)

●(1)式と(2)式の比較:Mo(J)=fb(/･)10｡(/)伽と仮定

Q(/)=(logMo(7)-19gR)(./))/M

6(ﾉ)=(loge)"'/yhQs(/)

c(/)=log(R"fb(JF')G(/)/4,zPJ'j3)
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f)から評価したQ値と既往研究の比較
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童1幽置亘璽面的な拡がりの効果を等価震源距離で考慮
x前璽-"卿榊'l｡"" (l)

Xm:観測点から断層面の各微小領域、への距離(km)

em:断層面上の各微小領域mからの地震波エネルギーの相対的放出分布
ds:断層面の撒小領域mの面積(km2)
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’(2〒3-二鰹畝基盤における地震動評価
平_二､‐．:‐‐．‐ 1）回帰分析

嵐解析に用いるデータベースの作成

蕊騨蝋雛騨騨 データベース(214成分）

解析的に
表層を除去 ‘艤離鯉潔瀞協鋪を地表観測点

代表観測点 解炊整鍵摺当2．地表観測記録（62成分）

■スペクトルの回帰分析
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対する適用性
プレート境界地震
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傍の破壊伝播効果(NFRD)の考慮
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性の確認
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S.耐専スペクトルの骨子
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蒋面地一ヨ

解放基盤表面における水平および上下地震動は､塑
□

勤難X_L_L皇二塁一型塾王勤堕鯉蠅聖堂型上工動旦些雌空童塞_墜
て求められる。

’ 地震基盤の地震動スペクトル ‘矧二＝コントロールポイント

且

1

1

と完

解放基盤面の地震動スペクトル ■P■44
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クトルヘの変換
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